



























































monometer (1 歩格) 
dimeter (2 歩格)  
trimeter (3 歩格) 
tetrameter (4 歩格) 






組み合わせて「弱強 5 歩格（iambic pentameter）」と称する．具体例として，以
下のシェイクスピアによる詩の⼀節（Richard II, 2.3: 169-170）の「韻律分析
（scansion）」を⾒てみよう（2）． 
まず初句の“Nor Friend | nor foe,| to me | welcome |you are.”において，弱拍
（×）と強拍（／）の組み合わせが 5 度出現する．2 ⾏⽬の“Things past | redress 
－4－
  
| are now | with me | past care.”も同様に弱強拍が 5 度繰り返されるため，この
韻律は「弱強五歩格（iambic pentameter）」と定義される． 
 






の詩⾏が AAXA と押印する 4 ⾏詩を Omar Khayyám Stanza，弱強五歩格の７⾏





















⾳は 1 拍と数える）．例えば，万葉集にある紀友則の有名な短歌「ひさかたの 光
のどけき 春の⽇に しづごころなく 花の散るらむ」と，交通標語の「飲んだ









(a)  ひさかたの    (b)  のんだら  のるな 
    ひかりのどけき        のるなら  のむな 
    はるのひに  
    しづこころなく  
    はなのちるらむ 
 


























































解釈を探求した点で軌を⼀にする（Kroskrity & Webster 2015）．特に以下では，
Jakobson の影響を受け，その「詩的機能」を拡張してアメリカ先住⺠の神話や








≪⾏ (Line) ≫  
(a) ⾏は⽐較的短く，単⼀のピッチ曲線からなる． 
(b) ⾏ は し ば し ば ア イ デ ア の 単 位 ， あ る い は イ ン ト ネ ー シ ョ ン 単 位 で あ る










（Minami and McCabe 1991）．(f) 近隣の
⾏と⾏は，しばしば意味的／統語的な並⾏
性をなす． 















Hymes によると，伝統的なテクストを構成する 2 つの基本的原則が存在す
るという．ここで Hymes が着⽬するのは⾏レベルの単位ではなく，節や連とい
った中間レベルの単位である（図 1）．まず，節や連を構成する際に，2 または 4































































3.3 詩的語⽤論   
近年の展開における論点の⼀つは，詩的特性を個⼈の表出に限定せず，相互
⾏為の中に⾒出すという点である．その重要な理論として，Jakobson の薫陶を
受けて「メタ語⽤論」を提唱し，⽇常の詩的⾔語を扱った Silverstein（1985, 1998, 
2004）の「散⽂の詩学（Poetics of prose）」がある．この理念が提唱されたのは
1984 年に開催された Georgetown Roundtable という学会であり，主要な刊⾏物







A, B による⾃⼰紹介的な初対⾯会話である（ただし録⾳・録画されたのは 1970





  抜粋（5）のなかで，話者 A は将来を嘱望される法科⼤学院⽣，話者 B は社
会福祉を専⾨とするソーシャル・ワーカーを⽬指す学⽣であり，将来の社会的
権威における不均衡を予期させる．後に判明する通り，両者はカトリックのイ





き起こしは Silverstein 1985: 186-188 をもとに筆者が抜粋，改訂した．4 なお，
⾏ 6 の“(from there)”および⾏ 17 の“(your school there)”は暗黙の了解事項とし
て筆者が補⾜した部分である）． 
 
(5) Silverstein (1985)による分析例（著者改訂） 
1 A: Huʼuh, Anʼ how do you like Chicago compared to- (Q) 
2  Did you go to school there?, or uh, [wa-] (Q) 
3 B: [I] did go to school there. (A) 
4  I went to school here also, [um] (A) 
5 A: [Oh], uh-huh.  
6 B: um, so I came back kind of- ((from there)) 
7  I was-- 
8 A: Oh, uh-huh.  
9  Anʼ you went to undergraduate here or- (Q) 
10 B: In Chicago at, uh, Loyola. (A) 
11 A: Oh oh oh oh oh Iʼm an old Jesuit boy myself, [unfortunately.] 
12 B: [Oh are ya? Whereʼd] you go [to]? (Q) 
13 A: [at] Georgetown, down [in Washington]. (A) 
－12－
  
14 B: [O;h yeah], yeah.  
15 A: (Itʼs) too bad.  
16  I- (0.7) 
17 B:  Did you finish ((your school there))? (Q)  
18 A: Um yeah. Well this is my second year here. (A) 
19 B: Oh, uh-huh. 
 
 抜粋（5）では，おもに A が質問（Q）を発し，B が返答（A）するというペ
アが頻出するが，その質疑応答を基にして here と there, I と you, go と come，
現在と過去，そしてこの抜粋のハイライトである Chicago と Washington D.C.
および Loyola と Georgetown が類似の統語構造の反復を通じて対⽐的に再帰












































(7) Deadly disease 
1 Lenore; (TSK) So your mother’s ^happy now.  
2   (0.2) 
3 Joanne; (H) My mother’s ^never happy.  
4  [My mother wouldn’t be happy if] everything was g- -- 
5 Lenore; [Excuse me (Hx):]. 
6 Joanne; (%) everything was ^great,  





      A   B     C        D       E     F   G       H       I     J          K     L      M 
1 Lenore; so your  mother              ’s         ^happy  now                       . 
3 Joanne;   my   mother              ’s  ^never  happy                             . 
4         my   mother  would  n’t   be        happy  if   everything  was  g-    -- 
6                      everything  was  ^great  , 
7                 and  everything  ^is   great  . 
 
 抜粋（7）において，レノーアという⼈が“So your mother is happy now.”と述




mother’s ^never happy. と 述 べ た 後 ， さ ら に My mother wouldn’t be happy if 
everything was g- -great と「響鳴」して畳みかけ，全てが順調であることに納得
しない⺟親の偏屈さを諦観とともに述べることで，彼⼥のスタンスを指標して






































表 1． Viv の語りにおけるキャッチメント  
 
表 1 より，Viv は特定の指⽰対象に特定のジェスチャーを振り分け，⼀貫して
 






































































































(g) ⾃然界と事物の構成に内在する指向性         
 








































本語において，節と連も奇数に収斂する点で Hymes の詩的は有⽤である（Kataoka 
2012）． 
4 書き起こし記号は以下の通りである． 
[   ] オーバーラップ  (x.ｘ) x.x 秒の間 
- 発話中断    -- 発話断念 
% 笑い    Hx 息の吐き出し 
^ 強勢を伴う発話   ((  )) 著者補⾜／コメント 
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